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「かがやき教室と先生紹介」 
 

進行形では見えにくい子供たちの「成長」 
爽やかな風が吹き、新緑の緑がさらに眩しさ増してきました。

変化、変化の学校生活も３週間を過ぎ、個々に生活リズムを作れ

たり、まだなんとなく「ざわざわ」した感じの中に居たりそれぞ

れの学校生活が進んでいます。今年度のかがやきの指導が始まり

ました。「今日の何時間目だっけ？」「ぼく、この時間で合ってま

すか？」等、確認をとってくる姿に学期始めの勢いを感じます。

個別指導では「新しいクラス」「新しい担任の先生との出会い」「自

分の調子」などをテーマに会話でのやりとりを進めています。ま

た学年が上がると、それぞれ自分の「今」について成長できたこ

とが話題にも上がります。「宿題は少しはやってるかな。」「自分の

席からはほぼ動いてないよ（離席してないよ）。」「担任の先生は優

しい！だけど、怒ると怖い。」「一応教科書はだしてるかな。」等々

です。 

新学期が始まってのピリッとした緊張感もあると思いますが、

概ね前向きな発言を聞くことができました。この時期の子供たち

の姿を昨年度末の姿と重ねると、そこには確実に「成長」を感じ

ることができます。個人差はもちろんありますが、以前できてい

なかったことや苦手としていたことが、少しずつでも前進してい

っていることは確かだと思います。それは１年という時間が過ぎ

る中で前後を比較して見えてくる、意識できてくるものなのかも

しれません。そこで思うことは、「どうしてできないんだろう？」

と思っていたことは、その当時の時間軸ではなかなか見えないと

いうことです。すぐに結果は見えてこない、ハラハラ・ドキドキ、

不安・心配にもなりますが、一定の時間が過ぎて見て初めて見え

る「成長」です。今年もそんな見えない「成長」を信じて指導が

始まっていきます。 
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まず、子供たちとの信頼関係や安心感を作って

いきます。「苦手やできないことを何とかする」にフ

ォーカスするのではなく、「どのようなやり方がある

のか」「適切に状況を理解して、そのあとできるこ

とは何か」、子供たちが自分を整理して考えていく

きっかけを作っていければと思います。ご家庭から

の情報が、指導にプラスになることがあります。何

か共有できることがあれば、その都度情報をいた

だければ幸いです。 

 

グループの関係の中で自分や相手を意識する

こと、気持ちや考えや感覚を共有しながら「自分」

を理解していくことを目指していきます。みんなで

行う「演習」の中には共有していくためのゲームが

あったり運動があったりします。自分はどう感じて

いるか、相手はどう捉えているか、どんな行動に気

が付いて、必要に応じた「調整」とは何か、学年や

グループの実態に応じながら進めていきます。 

 

個別指導では… 小集団指導では… 


